
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠

）

＾
　
　
　
木
　
村
　
光
　
江

　
　
　
一
　
問
題
の
所
在

　
　
　
二
　
医
師
、
歯
科
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
法
的
根
拠
，

　
　
　
三
　
従
来
の
行
政
処
分
の
現
状
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
四
　
行
政
処
分
と
司
法
判
断

　
　
　
五
　
医
師
法
上
の
処
分
の
手
続
的
問
題

　
　
　
六
　
ま
と
め
に
か
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

一
　
問
題
の
所
在
　
　
　
　
　
　
・

　
重
大
な
医
療
事
故
の
発
生
や
、
医
療
事
故
を
繰
り
返
す
い
わ
ゆ
る
「
リ
ピ
ー
タ
ー
医
師
」
の
問
題
に
関
連
し
、
近
時
、
特
に
注
目
を
浴
‘

び
て
い
る
の
が
、
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
三
月
に
は
、
医
道
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
医

’
　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
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三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

療
事
故
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
医
師
に
対
し
、
刑
事
第
一
審
判
決
が
出
さ
れ
る
前
に
医
業
停
止
処
分
を
行
っ
た
。
従
来
は
、
刑
事
裁
判
が

確
定
し
た
後
に
処
分
を
行
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
か
ら
、
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
は
、
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
平
成
一
四
年
一
・
二
月
に
、
医
道
審
議
会
医
道
分
科
会
に
お
い
て
、
「
医
師
及
び
歯
科
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
考

え
方
に
つ
い
て
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
「
刑
事
事
件
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
過
誤
に
つ
い
て
も
、
医
療
を
提
供
す
る
体

制
や
行
為
時
点
に
お
け
る
医
療
の
水
準
な
ど
に
照
ら
し
て
、
明
白
な
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
処
分
の
対

象
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
」
す
る
旨
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
一
六
年
二
月
に
は
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
医
事
課
課
長
補
佐
名
の
「
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
考
え
方
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
文
書
が
出
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
「
近
年
の
患
者
の
意
識
の
向
上
を
背
景
に
、
刑
事
事
件
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
過
誤
で
あ
っ
て

も
、
民
事
事
件
と
し
て
司
法
の
場
で
医
師
の
責
任
が
問
わ
れ
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
医
師
に
対
す
る
行
政

処
分
に
当
た
っ
て
公
平
な
処
分
を
行
う
た
め
に
は
、
こ
の
民
事
裁
判
の
結
果
な
ど
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
は
拡
大
の
方
向
に
大
き
く
踏
み
出
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
、
行
政
処
分
と
し
て
の
「
免
許
取
消
し
」
「
業
務
停
止
」
の
意
義
と
そ
の
範
囲
、
手
続
な
ど
に
つ
い
て
、
法
的
な
立
場
か
ら
検
討
を

加
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
四
年
三
月
一
八
日
付
夕
刊
。
慈
恵
医
大
青
戸
病
院
事
件
に
関
し
、
執
刀
医
ら
が
処
分
さ
れ
た
。



二
　
医
師
・
歯
科
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
法
的
根
拠

　
（
1
）
医
師
法
第
一
七
条
の
意
義

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
医
師
・
歯
科
医
師
は
医
業
独
占
が
認
め
ら
れ
、
免
許
を
有
し
な
い
者
は
医
業
・
歯
科
医
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

い
（
医
師
法
第
一
七
条
、
歯
科
医
師
法
第
一
七
条
）
。
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
懲
役
を
含
む
罰
則
が
科
さ
れ
る
（
医
師
法
第
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

条
第
一
項
第
一
号
、
歯
科
医
師
法
第
二
九
条
第
一
項
第
一
号
）
。
（
本
稿
で
は
医
師
法
を
中
心
に
論
ず
る
が
、
歯
科
医
師
も
ほ
ぼ
同
様
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
医
師
及
び
歯
科
医
師
を
あ
わ
せ
て
、
「
医
師
等
」
と
表
記
す
る
。
）

　
そ
し
て
、
医
師
免
許
に
関
し
て
は
、
絶
対
的
欠
格
事
由
（
第
三
条
）
及
び
相
対
的
欠
格
事
由
（
第
四
条
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
に
は
、
免
許
を
与
え
な
い
。

第
四
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
、
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
　
第
一
号
心
身
の
障
害
に
よ
り
医
師
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

　
　
第
二
号
　
麻
薬
、
大
麻
又
は
あ
へ
ん
の
中
毒
者

　
　
第
三
号
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
第
四
号
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
、
医
事
に
関
し
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
の
あ
つ
た
者

㌔

そ
し
て
、
医
師
法
第
七
条
は
、
一
定
の
事
由
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
医
師
の
免
許
の
取
消
し
を
定
め
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し

　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
五
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一
）
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三
四

て
い
る
。第

七
条
第
一
項
　
医
師
が
、
第
三
条
に
該
当
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
免
許
を
取
り
消
す
。

　
第
二
項
　
医
師
が
第
四
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
又
は
医
師
と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
為
の
あ
っ
た
と
き
は
、

厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
医
業
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
絶
対
的
欠
格
事
由
（
第
三
条
）
の
場
合
に
免
許
を
取
消
す
こ
と
と
、
相
対
的
欠
格
事
由
（
第
四
条
）
の
場
合
に
免
許
取
消

し
又
は
業
務
停
止
命
令
の
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
従
来
の
行
政
処
分
は
、
刑
事
裁
判
で
有
罪
判
決
が
出
さ
れ
た
者
に
対
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
根
拠
が
第
四
条
第
三
号
で

　
　
ら
　

あ
っ
た
。
た
だ
、
第
四
号
に
は
、
こ
れ
に
限
ら
ず
「
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
」
が
あ
れ
ば
免
許
取
消
し
、
医
業
停
止
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
。
「
不
正
の
行
為
」
を
広
く
解
す
る
と
、
刑
事
事
件
に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、
処
分
の
余
地
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
以
上
に
問
題
と
な
る
の
は
、
第
七
条
二
項
が
、
「
第
四
条
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
」
す
る
場
合
の
他
、
「
医
師
と
し

て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
為
の
あ
っ
た
と
き
」
に
つ
い
て
も
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
、
又
は
医
業
の
停
止
を
認
め

て
い
る
点
で
あ
る
。
「
医
師
と
し
て
の
品
位
」
と
は
何
か
は
、
非
常
に
判
断
の
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
か
な
る
範
囲
ま
で
厚

生
労
働
大
臣
の
処
分
が
可
能
か
が
争
い
と
な
る
。



　
　
（
2
）
医
師
法
に
よ
る
免
許
取
消
し
、
業
務
停
止
の
趣
旨

　
免
許
取
消
し
、
業
務
停
止
は
、
当
該
医
師
に
と
っ
て
不
利
益
な
行
政
処
分
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
制
裁
的
な
性
格
，

の
も
の
か
（
刑
罰
に
類
似
す
る
も
の
か
）
否
か
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
医
師
法
七
条
の
免
許
取
消
し
、
業
務
停
止
は
、
絶
対
的
欠
格

事
由
、
相
対
的
欠
格
事
由
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
ぐ
、
特
に
絶
対
的
欠
格
事
由
（
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
ま
た

は
被
保
佐
人
）
は
本
人
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
根
拠
と
す
る
七
条
一
項
の
免
許
取
消
し
が
制
裁
的
性
格
の
、

も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
七
条
二
項
の
免
許
取
消
し
、
業
務
停
止
の
根
拠
と
な
る
相
対
的
欠
格
事
由
は
様
々
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
第
四
条
の

各
号
の
規
定
は
、
一
号
（
精
神
病
者
又
は
麻
薬
、
大
麻
若
し
く
は
あ
へ
ん
の
中
毒
者
）
、
二
号
（
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
）
、
三

号
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
外
、
医
事
に
関
し
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
の
あ
っ
た
者
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
号
が
本
人
の
責
に
帰
す

べ
き
で
な
い
事
由
を
含
む
他
は
、
二
号
、
三
号
は
本
人
の
責
に
帰
す
べ
き
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
七
条
二
項
の
「
医
師
と
し

て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
為
」
も
本
人
に
帰
責
す
べ
き
事
由
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
七
条
二
項
に
関
し
て
は
、
刑
罰
と
同
視
す
べ
き
、

制
裁
的
色
彩
の
強
い
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
医
師
免
許
を
厚
生
労
働
大
臣
が
付
与
す
る
こ
と
の
意
義
に
遡
る
と
、
七
条
二
項
も
、
基
本
的
に
ば
制
裁
的
な
趣
旨

の
規
定
と
解
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
法
上
、
医
師
の
免
許
は
パ
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、
一
定
の
欠

格
事
由
に
該
当
し
な
い
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
与
え
る
も
の
で
あ
る
（
医
師
法
二
条
）
。
従
っ
て
、
欠
格
事
由
が
な
い
こ
と
は
免
　
　
　
　
　
　
・

許
の
付
与
の
条
件
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
制
裁
の
対
象
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か

に
、
行
政
処
分
の
根
拠
と
し
て
の
「
刑
罰
に
当
た
る
場
合
」
や
「
不
正
な
行
為
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
ま
さ
に
刑
事
責
任
、
民
事
責
任
も

生
ず
る
が
、
こ
れ
ら
の
責
任
と
、
免
許
取
消
や
業
務
停
止
と
は
、
別
の
目
的
に
よ
り
な
さ
れ
る
、
趾
個
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
解
す
べ

　
　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
’
　
（
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三
六

き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
七
条
二
項
が
、
欠
格
事
由
と
は
独
立
に
、
「
医
師
と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
為
」
を
免
許
取
消
、
業
務
停
止
の
理

由
と
し
て
認
め
て
い
る
趣
旨
も
、
制
裁
と
い
う
よ
り
は
、
医
師
法
の
目
的
か
ら
導
か
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
医
師
法
は
、
「
国

民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
」
（
第
一
条
）
と
い
う
医
師
の
任
務
を
定
め
、
そ
れ
に
資
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け
た
法
令
で
あ
る
。
従
っ

て
、
「
医
師
と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
よ
う
な
行
為
」
も
、
「
品
位
を
損
す
る
」
こ
と
が
、
「
国
民
の
生
命
・
身
体
に
対
す
る
安
全
を
確
保

す
る
」
こ
と
の
障
害
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
処
分
の
対
象
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
従
来
は
、
刑
事
事
件
と
し
て
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
に
限
定
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
処
分
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
実

態
が
あ
る
た
め
、
刑
事
責
任
と
処
分
と
が
対
応
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
解
す
る
限
り
、
刑
事
責

任
と
は
独
立
し
た
処
分
も
、
十
分
に
根
拠
の
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
基
準
を
変
更
し
て
処
分
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と

し
て
も
、
急
激
な
変
化
は
被
処
分
者
の
身
分
を
あ
ま
り
に
も
不
安
定
な
も
の
と
し
、
処
分
の
制
度
と
し
て
の
信
頼
性
を
損
な
う
。
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
処
分
を
抽
象
的
・
一
般
的
に
拡
大
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、
①
刑
事
事
件
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
段
階
、
②
民
事
事
件
で
敗
訴
判

決
が
出
さ
れ
た
段
階
の
順
に
、
拡
大
し
て
い
く
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
「
品
位
を
損
す
る
行
為
」
に
含
ま
れ
る
の
は
当

然
で
あ
る
が
、
刑
事
・
民
事
責
任
の
あ
る
行
為
を
超
え
た
、
「
品
位
を
損
す
る
行
為
」
一
般
に
つ
い
て
ま
で
処
分
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、

現
時
点
で
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と
解
す
る
。

（
2
）
　
医
師
法
第
一
七
条
は
、
「
医
師
で
な
け
れ
ば
、
医
業
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
し
、
歯
科
医
師
法
第
一
七
条
は
「
歯
科
医
師
で
な
け
れ
ば
、

　
歯
科
医
業
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
。

（
3
）
　
医
業
禁
止
違
反
は
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
か
、
又
は
こ
れ
が
併
科
さ
れ
る
。
歯
科
医
業
禁
止
違

　
反
に
つ
い
て
も
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
か
、
又
は
こ
れ
が
併
科
さ
れ
る
。



（
5
）
　
第
四
条
第
二
号
の
「
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
」
と
は
、
判
決
の
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
口
　
　
　
　
L

渡
し
が
な
さ
れ
、
罰
金
以
上
（
死
刑
、
懲
役
、
禁
鋼
及
び
罰
金
）
の
刑
が
確
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
51

厚
生
省
健
康
政
策
局
総
務
課
編
『
医
療
法
・
医
師
法
（
歯
科
医
師
法
）
解
〔
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停

し
た
者
を
い
い
、
公
判
中
、
あ
る
い
は
、
公
訴
、
上
告
中
の
者
は
含
ま
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
止
　
　
　
，

（
6
）
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
も
・
起
訴
さ
れ
た
段
階
で
処
分
が
な
分
　
　
　
　
　
　
平
科

訴
さ
れ
れ
ば
九
九
％
以
上
力
有
罪
と
な
っ
て
お
り
　
（
そ
の
こ
と
自
体
力
妥
当
力
　
　
こ科歯1

310

@
免

厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
、
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
近
年
の
動
向
は
図
　
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

免
許
取
消
し
の
数
自
体
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
具
体
的
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
　
　
　
　
，

重
く
処
分
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0
　
5
0
　
4
0
　
3
0
　
2
0
・
1
0
　
0

　
　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
五
－
一
）
　
　
三
七

師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
考
え
方
」
が
出
さ
れ
た
以
降
若
干
で
は
あ
る
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）



三
八

（
2
）
処
分
の
内
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪

前
述
の
よ
う
に
、
従
来
の
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
は
刑
事
裁
判
が
確
定
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
犯他そ

特
に
、
免
許
停
止
と
な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
一
年
か
ら
の
累
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

で
図
2
に
示
し
た
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
処
分
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
亘
刑
麟

法
犯
の
中
で
も
重
大
犯
罪
に
関
す
る
事
例
つ
い
て
の
み
、
免
許
の
取
消
し
処
分
　
消
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賄

が
な
さ
れ
て
い
た
の
が
、
少
な
く
と
も
従
来
の
実
情
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
処
　
許

分
の
拡
大
も
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
段
階
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

（
7
；
§
§
蓋
暑
＼
貫
§
°
“
・
＼
ξ
心
・
ξ
冒
参
照
・
　
　
　
噛

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医

前
述
の
よ
う
に
、
医
師
法
上
の
免
許
取
消
事
由
に
は
、
「
不
正
の
行
為
」
（
第

狼強殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
の
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
リ
　
　
　
む

四
条
第
四
号
）
、
「
品
位
を
欠
く
行
為
」
（
第
七
条
第
二
項
）
も
含
み
、
必
ず
し
　
　
　
1
　
　
1

も
犯
罪
行
為
に
は
限
ら
な
い
。
処
分
の
拡
大
に
関
し
て
は
、
特
に
、
民
事
事
件
と
し
て
争
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
処
分
を
認
め
る
こ
と

の
妥
当
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
昨
年
一
二
月
に
出
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
医
政
局
の
「
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
考
え



方
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
に
当
た
っ
て
公
平
な
処
分
を
行
う
た
め
に
は
、
、
こ
の
民
事
裁
判
の
結
果
な
ど
を

参
考
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
．

　
民
事
事
件
と
レ
て
処
理
さ
れ
た
事
案
と
行
政
処
分
と
の
関
係
に
つ
き
重
要
な
の
が
、
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
事
件
で
あ
る
。
・
東
京
地
判

平
成
＝
年
六
月
三
〇
日
（
判
タ
一
〇
〇
七
号
＝
一
〇
頁
）
は
、
い
わ
ゆ
る
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
事
件
に
つ
い
て
、
原
告
ら
に
対
す
る

手
術
が
さ
同
病
院
理
事
長
・
医
師
ら
に
よ
る
犯
罪
的
な
「
乱
診
乱
療
」
と
も
い
え
る
無
用
な
医
療
的
侵
襲
で
あ
っ
た
と
認
め
、
①
共
同
不

法
行
為
責
任
に
よ
る
損
害
賠
償
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
原
告
ら
が
、
②
埼
玉
県
及
び
国
に
対
し
、
埼
玉
県
知
事
及
び
厚
生
大

臣
（
当
時
）
が
、
医
療
法
・
医
師
法
に
基
づ
く
権
限
を
行
使
し
な
か
っ
た
不
作
為
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
求
め
て
い
た
国
家
賠
償
責
任
は

否
定
し
た
。

　
本
判
決
が
②
の
埼
玉
県
知
事
及
び
厚
生
大
臣
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
、
不
作
為
の
違
法
の
根
拠
と
な
る
作

為
義
務
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
、
厚
生
大
臣
、
知
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
法
、
医
療
法
に
基
づ
き
、
病
院
．
医
師
に
対
し

て
監
督
権
限
を
有
し
、
報
告
聴
取
及
び
立
ち
入
り
検
査
の
権
限
（
医
療
法
第
二
五
条
）
、
管
理
者
の
変
更
命
令
（
医
療
法
第
二
八
条
）
、
病

院
開
設
の
許
可
取
消
し
べ
閉
鎖
命
令
（
医
療
法
第
二
九
条
）
、
医
療
法
人
の
設
立
認
可
の
取
消
し
（
医
療
法
第
六
六
条
）
、
そ
し
て
、
医
師

に
対
す
る
免
許
取
消
し
及
び
医
業
停
止
命
令
（
医
師
法
第
七
条
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
権
限
が
行
使
さ
れ
て
い
れ
ば
、
乱
診

療
は
防
止
で
き
た
と
す
る
の
が
原
告
の
主
張
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
義
務
は
な
い
と
し
た
の
が
本
判
決
で
あ
る
。

　
本
判
決
は
作
為
義
務
を
否
定
し
た
理
由
と
し
て
、
以
下
の
点
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
賠
償
法
上
゜
の
損
害
賠
償
が
認
ぬ
ら
れ
る
た

め
に
は
、
公
務
員
の
「
違
法
な
行
為
」
が
な
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
一
定
の
行
為
を
し
な
い
と
い
う
不
作
為
の
違
法
の
場
合
、
当
該
公
務
員
が

規
制
権
限
を
行
使
す
べ
き
義
務
（
作
為
義
務
）
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
法
令
上
の
権
限
行
使
が
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
不
行
使
が
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
場
合
に
は
じ
め
て
、
作
為
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
本
事
案
に
即
し
て
考
え
た
場

　
　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
五
－
一
）
　
　
三
九



四
〇

合
、
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
場
合
と
は
、
「
現
に
国
民
の
生
命
・
健
康
が
害
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
こ
と
が
認
識
で
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
権
限
を
行
使
し
な
い
場
合
で
あ
る
と
す
る
。

　
し
か
し
、
本
事
案
の
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
に
お
い
て
は
、
診
療
録
、
手
術
記
録
等
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
お
お
む
ね
整
っ
て
お
り
、

実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
た
病
院
ぐ
る
み
の
乱
診
乱
療
行
為
を
厚
生
大
臣
ら
が
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
乱
診
乱
療
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
権
限
不
行
使
を
義
務
違
反
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
損
害
賠
償
責
任
は
認

め
ら
れ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
厚
生
省
ル
ー
ト
判
決

　
こ
れ
に
対
し
、
行
政
の
不
作
為
に
つ
い
て
極
め
て
厳
し
い
判
断
が
下
さ
れ
た
の
が
、
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
厚
生
省
ル
ー
ト
に
関
す
る
東
京

地
判
平
成
二
二
年
九
月
二
八
日
（
判
タ
一
〇
九
七
号
八
四
頁
）
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
非
加
熱
製
剤
の
患
者
へ
の
投

与
に
関
し
、
同
製
剤
の
製
造
・
輸
入
の
承
認
等
に
関
す
る
行
政
事
務
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
っ
た
厚
生
省
（
当
時
）
生
物
製
剤
課
長
が
、

医
師
に
同
製
剤
の
投
与
を
控
え
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
い
う
不
作
為
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
事
件
は
、
二
つ
の
公
訴
事
実
に
つ
い
て
訴
追
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
の
昭
和
六
〇
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
血
友
病
患

者
に
非
加
熱
製
剤
を
用
い
た
事
実
に
つ
い
て
は
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
、
第
二
の
昭
和
六
一
年
四
月
に
肝
臓
病
患
者
に

非
加
熱
製
剤
を
用
い
た
事
実
に
つ
い
て
は
同
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
（
禁
鋼
一
年
、
執
行
猶
予
二
年
。
控
訴
中
）
。
こ
の
結
論
の
違
い

は
、
主
と
し
て
、
非
加
熱
製
剤
に
対
す
る
危
険
性
の
認
識
が
、
昭
和
六
〇
年
と
六
一
年
と
で
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

る
。
危
険
性
の
認
識
が
高
ま
れ
ば
、
そ
の
危
険
を
排
除
す
べ
き
義
務
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
、
行
政
処
分
の
是
非
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
第
二
事
実
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
情
を
根
拠
に
、
生
物
製
剤
課
長
の
義
務



／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
違
反
性
を
認
め
た
か
に
あ
る
。
薬
事
法
は
、
医
薬
品
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
応
急
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
緊
急
命
令

　
　
　
　
（
薬
事
法
第
六
九
条
の
二
）
及
び
、
不
良
な
医
薬
品
等
を
廃
棄
・
回
収
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
回
収
命
令
（
同
法
第
七
〇
条
）
、
製
造
．

　
　
　
　
輸
入
を
承
認
さ
れ
た
医
薬
品
の
承
認
の
取
消
し
（
同
法
第
七
四
条
の
二
）
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
、
ス
モ
ン
や
ク
刀
ロ
キ

　
　
　
　
ン
等
の
薬
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
昭
和
五
四
年
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
、
従
来
行
政
指
導
で
行
っ
て
い
た
も
の
を
制
度
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
上
の
責
務
を
明
確
化
し
、
権
限
を
強
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
本
判
決
は
、
生
物
製
剤
課
長
が
非
加
熱
製
剤
の
投
与
を
控
え
さ
せ
る
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に

　
　
　
　
述
べ
て
い
る
。
「
本
件
非
加
熱
製
剤
は
、
国
に
よ
っ
て
承
認
を
与
え
ら
れ
て
い
た
薬
剤
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
本
来
販
売
．
投
与
を
差
し
　
　
　
　
’

　
　
　
　
控
え
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
に
よ
る
承
認
を
信
頼
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
奇
貨
と
し
て
、
そ
の
販
売
．
投
与
が
行
わ
れ
て

　
　
　
　
し
ま
う
お
そ
れ
が
存
在
し
た
こ
と
等
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
照
ら
す
と
、
『
生
物
学
的
製
剤
の
安
全
性
を
確
保
す

　
　
　
　
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
用
に
伴
う
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
』
と
い
う
生
物
製
剤
課
長
の
一
般
的
．
抽
象
的
職
責

　
　
　
　
は
、
本
件
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
本
件
非
加
熱
製
剤
の
不
要
不
急
の
投
与
を
控
え
さ
せ
る
よ
う
配
慮
を
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務

　
　
　
　
と
し
て
、
具
体
化
・
顕
在
化
し
て
い
た
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
っ
て
、
刑
法
上
も
そ
の
よ
う
な
注
意
義
務
が
被
告
人
に
存
し
た
と
い
う
べ
き
で

　
　
　
　
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
こ
の
判
旨
で
重
要
な
の
は
、
・
単
に
、
形
式
的
な
意
味
で
の
「
緊
急
命
令
」
「
回
収
命
令
」
に
．
つ
い
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
’

　
　
　
　
あ
る
。
当
時
の
状
況
か
ら
、
（
本
件
は
業
務
上
過
失
致
死
罪
で
起
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
）
国
民
の
生
命
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

　
　
　
　
が
あ
る
と
予
見
し
う
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
従
来
の
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
処
分
を
実
施
す
べ
き
法
的
義
務
が
生
ず
る
と
し
た
の
で

　
　
　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

－
　
　
　
　
も
ち
ろ
ん
、
本
判
決
も
、
行
政
の
権
限
行
使
に
は
法
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
も
と
よ
り
行
政
は

　
　
　
　
　
　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
五
－
一
）
　
　
四
一



四
二

法
律
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
権
限
の
裏
付
け
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
権
限
を
離
れ
て
無
限
定
に
作
為
義

務
を
課
す
こ
と
は
相
当
で
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
行
政
措
置
を
裏
付
け
る
べ
き
厚
生
大
臣
の
権
限
に
は
、
薬
事
法
七
四
条
の
二
第
一
項

の
承
認
取
消
し
等
を
前
提
と
す
る
同
法
七
〇
条
を
根
拠
と
す
る
回
収
命
令
、
同
法
六
九
条
の
二
を
根
拠
と
す
る
緊
急
命
令
、
医
師
法
二
四

条
の
二
を
根
拠
と
す
る
医
師
に
対
す
る
指
示
等
が
存
在
し
た
。
現
実
に
は
、
こ
う
し
た
法
律
に
直
接
の
根
拠
を
有
す
る
措
置
を
と
る
ま
で

も
な
く
、
当
局
に
よ
る
行
政
指
導
に
製
薬
会
社
が
従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
自
主
回
収
や
、
副
作
用
情
報
の
ド
ク
タ
ー
レ
タ
ー
発
出
な
ど
が
行

わ
れ
て
目
的
を
達
し
て
い
た
た
め
、
上
記
諸
規
定
に
基
づ
く
命
令
等
が
発
動
さ
れ
る
よ
う
な
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

実
態
が
行
政
指
導
を
行
う
根
拠
を
失
わ
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
実
情
に
照
ら
せ

ば
、
本
件
に
お
い
て
も
、
生
物
製
剤
課
が
上
記
各
製
薬
会
社
に
対
し
、
上
記
の
よ
う
な
回
収
等
を
行
う
よ
う
求
め
る
等
の
行
政
指
導
を
行

う
こ
と
に
特
段
の
支
障
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た
指
示
・
指
導
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
各
製
薬
会
社
が
こ
れ
に
従
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
優
に
推
認
さ
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
物
製
剤
課
長
の
責
務
と
し
て
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
職
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

か
ら
刑
法
上
の
注
意
義
務
を
導
い
て
い
る
点
は
無
視
し
得
な
い
。

　
（
3
）
行
政
指
導
と
法
令
上
の
根
拠

　
前
述
の
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
事
件
の
国
家
賠
償
事
件
決
で
は
、
「
行
政
の
規
制
権
不
行
使
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
行
政

庁
に
お
い
て
、
当
該
規
制
を
行
い
う
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
右
規
制
権
限
を
問
題
と
す
る
と
き
に
は
、
右
権
限
の
行
使

が
多
か
れ
少
な
か
れ
規
制
を
受
け
る
側
の
国
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
か
ら
、
そ
の
権
限
行

使
が
恣
意
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
法
律
上
の
明
文
の
根
拠
を
要
す
る
」
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
薬
害
エ
イ
ズ
厚
生
省
ル
ー
ト
事
件
判
決
で
も
、
「
も
と
よ
り
行
政
は
法
律
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
権
限
の
裏
付
け
を
も
っ



て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
権
限
を
離
れ
て
無
限
定
に
作
為
義
務
を
課
す
こ
と
は
相
当
で
な
い
」
と
し
て
い
る
。
　
、

　
両
判
決
は
、
一
方
が
民
事
責
任
、
他
方
が
刑
事
責
任
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

両
判
決
の
結
論
の
相
違
は
、
主
と
し
て
、
予
見
可
能
性
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
（
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
の
乱
診
療

が
厚
生
大
臣
に
と
っ
て
予
見
困
難
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
非
加
熱
製
剤
の
生
命
へ
の
危
険
性
が
生
物
製
剤
課
長
に
と
っ
て
予
見
可
能
で

あ
っ
た
ど
認
定
さ
れ
た
と
い
う
相
違
が
あ
る
）
。
し
か
し
、
な
お
、
両
判
決
に
は
行
政
の
権
限
行
使
義
務
の
理
解
の
仕
方
自
体
に
つ
い
て

微
妙
な
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ぴ

　
本
来
、
民
事
責
任
に
比
べ
刑
事
責
任
は
よ
り
謙
抑
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
事
件

判
決
で
は
、
「
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
に
お
い
て
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
異
常
な
診
療
に
つ
い
て
相
当
の
根
拠
を
も
っ
て
疑
い
を
抱
い
た
と

き
」
に
は
じ
め
て
行
政
権
限
を
行
使
す
る
法
的
義
務
が
生
ず
る
と
さ
れ
て
お
り
、
行
政
の
権
限
行
使
に
当
た
っ
で
の
法
的
根
拠
を
非
常
に

形
式
的
、
厳
格
に
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
薬
害
エ
イ
ズ
判
決
で
は
、
生
物
製
剤
課
長
の
一
般
的
・
抽
象
的
職
責
か

ら
刑
事
上
の
注
意
義
務
違
反
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
形
式
的
な
法
解
釈
を
超
え
た
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
相
違
の
背
景
に
は
、
時
代
の
変
化
と
事
件
の
重
大
性
と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
よ
ヶ
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
富
士
見
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

婦
人
科
病
院
事
件
判
決
も
、
社
会
的
に
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
重
大
犯
罪
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
薬
害
エ
イ
ズ
事
、

件
は
、
．
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
含
め
る
と
、
非
加
熱
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
血
友
病
患
者
ら
一
、
四
〇
〇
人
以
上
が
エ
イ
ズ
に
感
染

し
、
五
〇
〇
人
以
上
が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
る
、
空
前
の
薬
禍
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
被
害
の
重
大
さ
、
深
刻
さ
に
く
わ
え
、
平
成
＝

，
年
か
ら
＝
二
年
と
い
う
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
両
判
決
の
時
間
的
な
ズ
レ
の
間
に
、
医
療
に
対
す
る
社
会
の
見
方
も
厳
し
さ
を
増
し
た
よ
　
　
・
　
’

　
　
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
　
従
来
の
基
準
か
ら
見
れ
ば
、
生
物
製
剤
課
長
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
「
起
訴
し
た
こ
と
自
体
が
異
例
」
で
あ
っ
た
。
東
京
地
裁
判
’

、
　
　
　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
五
－
一
）
　
　
四
三
‘



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

決
も
判
文
中
で
、
「
全
国
的
な
行
政
事
務
を
担
当
す
る
係
官
が
そ
の
職
務
の
遂
行
過
程
に
つ
い
て
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
責
任
を
問
わ
れ

る
の
は
、
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
件
の
重
大
性
が
法
的
判
断
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
エ
イ
ズ

事
件
判
決
な
の
で
あ
る
。

　
医
師
法
第
一
条
は
、
医
師
の
任
務
と
し
て
、
「
医
師
は
、
医
療
及
び
保
健
指
導
を
掌
る
こ
と
に
よ
つ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に

寄
与
し
、
も
つ
て
国
民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
、
医
療
法
第
一
条
も
、
本
法
の
目
的
と
し
て
、
「
医
療
を
提
供

す
る
体
制
の
確
保
を
図
り
、
も
つ
て
国
民
の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
令

に
基
づ
く
行
政
の
権
限
行
使
は
、
「
国
民
の
健
康
を
増
進
、
確
保
す
る
」
た
め
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
医
療
に
対
し
て
よ

り
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
社
会
状
況
を
前
提
と
す
る
と
、
「
医
療
機
関
又
は
医
師
に
よ
っ
て
現
に
国
民
の
生
命
・
健
康
が
害
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
と
き
」
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
や
知
事
が
医
師
法
や
医
療
法
に
基
づ
き
権
限
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

（
9
）
　
こ
の
考
え
方
は
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
訴
訟
に
関
す
る
最
判
平
成
七
年
六
月
二
三
日
（
民
集
四
九
巻
六
号
一
六
〇
〇
頁
）
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
前
田
雅
英
「
エ
イ
ズ
禍
と
刑
事
過
失
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
七
⊥
ハ
号
（
二
〇
〇
二
年
）
五
頁
参
照
。

（
1
1
）
　
大
塚
裕
史
「
薬
害
エ
イ
ズ
厚
生
省
ル
ー
ト
第
一
審
判
決
に
つ
い
て
」
現
代
刑
事
法
三
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
七
二
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
前
田
雅
英
「
国
民
の
安
全
を
守
る
義
務
と
許
さ
れ
た
危
険
」
研
修
六
一
五
号
（
一
九
九
九
年
）
三
頁
以
下
参
照
。

（
1
3
）
、
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
理
事
長
は
医
師
法
違
反
に
よ
り
、
そ
の
妻
で
あ
る
院
長
は
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
（
当
時
）
違
反
に
よ
り
起
訴
さ
れ
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
有
罪
判
決
が
確
定
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
前
田
・
前
掲
注
（
1
2
）
三
頁
。

五
　
医
師
法
上
の
処
分
の
手
続
的
問
題

　
（
1
）
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
の
検
察
庁
と
の
連
携



　
以
上
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
前
提
と
す
る
と
、
国
民
の
健
康
に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
行
政
の
積
極
的
な
権
限
行
使
が

要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
平
成
一
四
年
一
二
月
の
医
道
審
議
会
医
道
分
科
会
に
よ
る
「
医

師
及
び
歯
科
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
の
公
表
、
平
成
一
五
年
七
月
の
厚
生
労
働
省
医
政
局
医
事
課
内
の
「
医
師

資
質
向
上
対
策
室
」
の
設
置
、
平
成
一
五
年
一
二
月
の
「
厚
生
労
働
大
臣
医
療
事
故
対
策
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
（
医
政
局
総
務
課
医
療
安
全

推
進
室
）
の
公
表
、
さ
ら
に
、
平
成
一
五
年
一
二
月
の
「
医
師
に
対
す
る
行
政
処
分
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
べ
医
政
局
医
事
課
課
長
補
佐
）

の
公
表
等
の
一
連
の
動
き
が
見
ら
れ
る
（
前
述
一
（
2
）
）
。

　
特
に
、
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
上
記
、
平
成
一
四
年
一
二
月
の
「
行
政
処
分
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
の
中

で
、
「
国
民
の
医
療
に
対
す
る
信
頼
確
保
に
資
す
る
た
め
、
刑
事
事
件
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
過
誤
に
つ
い
て
も
、
医
療
を
提
供
す
る
体

制
や
行
為
時
点
に
お
け
る
医
療
の
水
準
な
ど
に
照
ら
し
て
、
明
白
な
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
処
分
の
対
‘

象
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
」
す
る
旨
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
処
分
の
基
準
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
と
い
え

る
。　

た
だ
、
行
政
処
分
と
い
え
ど
も
事
実
認
定
を
厳
格
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
刑
事
事
件
、
民
事
事
件
と
変
わ
り
な
い
。
そ
こ

で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
処
分
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
、
い
か
に
収
集
し
う
る
の
か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
る
。

　
こ
の
点
、
従
来
の
免
許
の
取
シ
消
し
、
医
業
停
止
の
処
分
は
、
必
ず
し
も
明
文
化
さ
れ
た
統
一
基
準
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か

に
、
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
厚
生
労
働
大
臣
は
処
分
を
行
う
に
当
た
り
、
必
ず
・
医
道
審
議
会
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
医
師
法
第
七
条
第
四
項
）
。
た
だ
、
厚
生
労
働
省
に
は
強
制
調
査
権
が
あ
る
わ
け
で
は
麩
・
す
べ
て
の
医

療
事
故
を
把
握
す
る
手
段
が
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
処
分
に
当
た
っ
て
の
最
大
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
五
ー
一
）
　
　
四
五



四
六

（
1
5
）
　
医
療
法
第
二
五
条
第
一
項
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
長
が
、
必
要
と
認
め
る
と
き
に
、
病
院
等

　
　
に
必
要
な
報
告
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
病
院
等
に
立
ち
入
り
、
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
。
た
だ
、
立
入
検
査
の
対
象
は
、

　
清
潔
保
持
状
況
、
構
造
設
備
、
診
療
録
、
助
産
録
そ
の
他
の
帳
簿
書
類
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
．
注
（
5
）
『
医
療
法
．
医
師
法
（
歯
科
医

　
師
法
）
解
』
四
九
頁
）
。
ま
た
、
医
療
法
二
五
条
第
三
項
に
は
、
「
第
一
項
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の

　
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
項
を
、
行
政
処
分
の
た
め
の
検
査
・
調
査
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う

　
　
に
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
調
査
権
の
欠
如
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年
に
入
り
新
た
な
動
き
が
あ
る
。
医
療
事
件
の
把
握
の
必
要
性
か
ら
、

法
務
省
、
検
察
庁
と
の
連
携
を
は
か
り
、
罰
金
刑
以
上
の
犯
罪
を
起
こ
し
た
医
師
や
歯
科
医
師
に
つ
い
て
、
法
務
省
か
ら
起
訴
、
判
決
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
行
政
処
分
と
刑
事
制
裁
と
は
そ
の
性
格
、
目
的
が
異
な
る
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
免
許
取
消
し
な
ど
の
行
政
処
分
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
（
2
）
刑
事
事
件
以
外
の
場
合

　
刑
事
事
件
に
当
た
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
起
訴
の
段
階
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
事
実
を
把
握
す
る
手
段
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
医
療
事
故
、
医
療
ミ
ス
に
関
し
、
刑
事
事
件
に
ま
で
至
る
も
の
は
氷
山
の
一
角
で
あ
る
。
、
～
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
段
で
行
政
処
分
の
根
拠
と
な
る
事
実
を
把
握
す
る
か
は
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
事
事
件
と
異
な
り
、
民

事
事
件
は
原
告
が
提
訴
し
て
初
め
て
訴
訟
が
開
始
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
民
事
事
件
と
し
て
医
師
が
訴
え
ら
れ
る
か
否
か
は
、
い
わ
ば
「
原

告
次
第
」
と
な
り
か
ね
ず
＼
民
事
事
件
の
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
処
分
の
基
準
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。

　
た
だ
、
相
対
的
、
一
般
的
に
み
れ
ば
、
民
事
事
件
が
提
起
さ
れ
る
場
合
の
方
が
、
お
よ
そ
訴
訟
と
な
ら
な
い
場
合
に
比
べ
、
被
害
が
重

大
で
あ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
事
件
の
被
告
と
な
っ
た
医
師
等
を
、
少
な
く
と
も
行
政
処



V

分
と
し
て
の
調
査
の
対
象
と
す
べ
き
合
理
的
理
由
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
問
題
は
、
行
政
処
分
の
根
拠
と
す
べ
き
事
実
の
把
握
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
（
医
事
審
議
会
‥
○
雪
Φ
邑

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ζ
。
合
。
巴
○
。
芦
巳
）
等
が
参
考
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
最
終
的
に
は
、
現
行
医
師
法
七
条
四
項
に
規
定
す
る
よ
う
な
、
本
人
に
対
し
て
弁
明

の
機
会
を
与
え
た
上
で
（
同
法
七
条
五
項
五
項
）
、
第
三
者
機
関
と
し
て
の
医
道
審
議
会
へ
の
諮
問
を
経
て
、
決
定
が
な
さ
れ
る
と
い
う

構
成
が
、
妥
当
性
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
6
）
　
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
四
年
二
月
二
五
日
付
朝
刊
参
照
。

（
1
7
）
　
イ
ギ
リ
ス
の
医
事
審
議
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
吉
田
謙
一
「
分
担
研
究
報
告
・
英
国
の
行
政
機
関
に
お
け
る
医
療
事
故
の
取
り
扱
い
と
医
師
の

　
行
政
処
分
に
関
す
る
研
究
」
（
木
村
光
江
『
厚
生
労
働
科
学
研
究
報
告
書
・
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
に
関
す
る
研
究
』
（
平
成
一
六
年
四
月
）

　
、
五
二
頁
以
下
所
収
）
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

六
　
ま
と
め
に
か
え
て

　
伝
統
的
に
は
、
「
医
療
行
為
は
社
会
全
体
の
利
益
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
医
師
は
患
者
の
た
め
に
常
に
最
高
・
最
善
の
努
力
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

い
る
」
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
も
、
そ
の
こ
と
自
体
が
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
、
単
な
る
「
医
療
ミ
ス
」
で
は

す
ま
さ
れ
な
い
、
よ
り
重
大
な
医
療
事
故
、
さ
ら
に
は
故
意
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
医
療
事
件
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
そ
し
て
、
医
療
情
報
が
公
開
さ
れ
る
に
伴
い
、
様
々
な
事
実
が
表
面
化
し
、
そ
れ
に
対
し
社
会
的
な
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
る
の
は

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
、
少
な
く
と
も
、
従
来
の
行
政
処
分
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
主
と
し
て
刑
法
上
の
故
意
犯
（
殺
人
、
性
犯
罪
関
係
等
）
や
、

覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
事
犯
、
税
法
違
反
等
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
明
確
に
故
意
の
犯
罪
で
あ
る
。
そ
れ
を
刑
事
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
事
件

　
　
　
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
の
動
向
と
法
的
根
拠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
、
　
　
（
都
法
四
十
五
－
一
）
　
．
四
七



四
八

　
　
の
み
な
ら
ず
、
民
事
過
失
事
件
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
処
分
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の
を
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
故
意
」

　
　
と
「
過
失
」
に
は
、
「
非
難
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
す
な
わ
ち
、
従
来
は
故
意
の
犯
罪
が
「
医
師
と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
行
為
」
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
国
民
の

　
　
生
命
゜
身
体
に
対
す
る
危
険
性
」
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
も
「
医
師
と
し
て
の
品
位
を
損
す
る
行
為
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

　
　
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
医
師
に
対
す
る
国
民
の
期
待
の
変
化
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
処
分
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

・
　
処
分
が
「
刑
罰
」
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
と
、
再
免
許
等
の
手
続
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

　
　
る
。

（
本
論
文
は
、
平
成
一
五
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
「
医
師
等
に
対
す
る
行
政
処
分
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）


